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１．研究目的と概要

本研究では，酸溶液を用いてセメント硬化体を溶

解し，再生骨材を取り出す過程において，最適な酸溶

液の特定を目的とした．過去の研究 1)では，単体溶液

を用いて溶解を行い，蟻酸と塩酸が溶解に適してい

るという結果を得ている．また，酢酸においても濃度

を上げることより良好な溶解結果が得られている．

しかし，酸溶液を二種混合したものを用いた溶解実

験を行った実績はなかった．そこで，新たな試みとし

て，塩酸，蟻酸，酢酸で 2 種混合溶液を作り，モルタ

ル片の溶解を行うこととした．なお，比較用として，

塩酸，蟻酸，酢酸の単体溶液についても再度実験を行

った．

２．実験概要

2.1モルタル供試体と酸溶液の濃度

混合溶液は，弱酸（蟻酸、酢酸）と強酸（塩酸）

を対象に，質量比 8：2，5：5，2：8 の割合で混合

した溶液を作製した．単体酸溶液の濃度は過去の研

究 1)を参考に設定した．それぞれの溶液の濃度を表

1，表 2に示す．また，表 3の配合（普通コンクリ

ートの示方配合から粗骨材分を除いたもの）でモル

タル供試体（40×40×160mm）を作製し，28 日間の

水中養生後，35g にカットしたモルタル片を各混合

酸溶液で溶解した．

2.2溶解方法

モルタル片をビーカーに入れ，常時攪拌しながら

溶解実験を行った．溶解期間は最長で 2 日とした．

なお，溶解開始 1 日後に溶解が完了した場合，その

時点で終了とした．なお，溶解中は，溶液の温度お

よび pH を定期的に計測した．

３．実験結果および考察

3.1溶解状況

溶解開始直後からすべての溶液において気泡が発

していたため，モルタル片と各酸溶液が反応してい

表 1 混合溶液の濃度

表 2 単体溶液の濃度

表 3 モルタルの配合

るということが目視にて確認することができた．溶
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濃度(%) 種類 混合比率(質量比)

10 塩酸，蟻酸 8:2，5:5，2:8
15 塩酸，蟻酸 8:2，5:5，2:8
20 塩酸，蟻酸 8:2，5:5，2:8
20 酢酸，塩酸 8:2，5:5，2:8
25 酢酸，塩酸 8:2，5:5，2:8
30 酢酸，塩酸 8:2，5:5，2:8

種類

蟻酸 10 15 20 25
酢酸 20 25 30 35
塩酸 5 10 15 20

濃度(%)

W C S Ad1 Ad2
50 174 348 793 3.48 3.48 263-254

C

S

Ad1

Ad2

フロー値(mm)

:相模川水系産砂（密度2.54g/cm3・粗粒率3.22）

:早強ポルトランドセメント（密度3.14g/cm3）

:AE減水剤

:高性能AE減水剤

W/C(%)
単位重量(kg/㎥)

写真 1 各溶液の溶解 2日後の様子

a)塩酸

g)酢酸 5：塩酸 5

f)蟻酸 2:塩酸 8e)蟻酸 5:塩酸 5d)蟻酸 8:塩酸 2

c）酢酸b)蟻酸

i)酢酸 8:塩酸 2h)酢酸 2:塩酸 8
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図１ pHと温度変化

液の色の変化は酸溶液の種類によって異なった．一

例として，各溶液の溶解開始 2 日後の様子を写真 1

に示す．

3.2モルタル片の質量変化

各酸溶液における溶解率のまとめを表 4，表 5に

示す．混合溶液においては，濃度 15％の蟻酸 8：塩

酸 2 混合溶液，濃度 15％および 20％の蟻酸 2：塩酸

8 混合溶液の 3 パターンにおいて，溶解率が 100％

となり，非常に良好な結果が得られた．単体溶液に

おいては塩酸と酢酸が溶解率 34％であった．これよ

り、混合した場合の方が単体溶液より速い速度でモ

ルタルが溶解することが分かった．

良好な結果が得られた 3 パターンの中で，最も溶

解に適した酸溶液を特定するため，溶解率の測定を

30 分ごととした再実験を行った．溶解率の結果を表

6に示す．この結果より，コンクリート溶解に最も

適した酸溶液は，濃度 15％の蟻酸 8：塩酸 2 混合溶

液となった．混合溶液において，単体溶液より良好

な結果が得られた理由の特定はまだ出来ていない

が，一つの可能性として錯体 2)という現象が生じて

いることが考えられる．

3.3酸溶液の pHと温度変化

溶解に最適であった濃度 15％の蟻酸 8：塩酸 2 混

合溶液の溶解再実験時の pH と温度変化を図 1に示

す．pH は酸溶液と Ca(OH)2の反応によって徐々に

値は大きくなっている．温度は翌日頃まで上昇し 2

日後には安定している．中和反応に伴う中和熱が溶

液の温度上昇の原因 3)であると考えられる．

４．まとめ

本研究は弱酸と強酸の混合溶液を用いてモルタル

の溶解実験を行ったものである．その結果、モルタ

ルの溶解に適した混合溶液は，濃度 15％の蟻酸 8：

塩酸 2 混合溶液であった．なお、弱酸や強酸の単体

溶液を用いた場合よりも速い速度で溶解する結果と

なった．
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濃度 溶解前 1日後 2日後
10% 0% 11% 19%
15% 0% 100% 100%
20% 0% 86% 89%
10% 0% 14% 24%
15% 0% 82% 91%
20% 0% 87% 92%
10% 0% 29% 50%
15% 0% 100% 100%
20% 0% 100% 100%
20% 0% 73% 74%
25% 0% 28% 82%
30% 0% 25% 41%
20% 0% 13% 61%
25% 0% 14% 43%
30% 0% 79% 86%
20% 0% 4% 7%
25% 0% 7% 9%
30% 0% 17% 19%

混合比率
溶解率

蟻酸8：塩酸2

蟻酸2：塩酸8

酢酸5：塩酸5

酢酸2：塩酸8

酢酸8：塩酸2

蟻酸5：塩酸5

溶解前 1日後 2日後
10% 0% 8% 11%
15% 0% 11% 15%
20% 0% 9% 13%
25% 0% 14% 17%
20% 0% 5% 7%
25% 0% 6% 8%
30% 0% 2% 10%
35% 0% 3% 34%
5% 0% 6% 14%
10% 0% 23% 30%
15% 0% 18% 24%
20% 0% 19% 34%

塩酸

種類 濃度
溶解率(%)

蟻酸

酢酸

1 2 3 4

0

5

10

15

20

25

30

-0.20

-0.10

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

pH

温度

温
度

(℃
)

液体のみ 開始時 1日後 2日後

0分後 30分後 60分後 90分後
蟻酸8：塩酸2　15％ 0% 21% 73% 81%
塩酸8：蟻酸2　15％ 0% 11% 23% 32%
塩酸8：蟻酸2　20％ 0% 11% 41% 50%

pH
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